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カネションの株つき花と切り花における
開花ならびに品質保持期間の差異と
糖含有量の関係
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要約 : カネション ノラ の株つき花と切り花を用いて 花の品質保持期間の差異と糖含有量との関係
を調査した その結果 株つき花の品質保持期間は ,+日 花径の最大値は 1-mmに達したのに対して 切
り花では 2日で 0.mmであった 株つき花の新鮮重は 2日目まで直線的に増加し その後の ,+日目までほ
ぼ一定の値を示したのに対して 切り花では ,日目から 0日目までほぼ一定した値を示した後 低下した
切り花の花弁のフルクトス グルコス含有量は .日目までは株つき花とほぼ同程度の含有量であった
が 2日目以後スクロスを除いて低下したのに対して 株つき花では 2日目から ,+日目にかけてほぼ一定
の値を示し 切り花よりも高い値で推移した
葉身部と茎の糖含量では株つき花と切り花の間には著しい差が認められなかったが 株つき花では花の品
質保持期間終了後にスクロスとフルクトス含有量が増加した 以上の結果 カネションの株つき花
と切り花の品質保持期間の差は 主として糖の供給量の違いによるものと推測された
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
緒 言
カネション切り花の品質保持については これまで
主として STS等品質保持剤の利用について多くの研究が
行われるとともに BAKER+ BROUN,宇田- VEEN.品質
保持期間と体内糖濃度の関係やスクロス溶液処理の効果
についても研究されてきた DILLEY/ ICHIMURA0
MAYAK1 小山宇田2 SACALIS3 しかし カネショ
ン切り花は満開に達する前に収穫され 消費者段階で満開
に達するが このような未熟な状態で収穫することが 本
来の花の大きさや品質保持期間にどのように影響するかは
明らかでない
そこで 温室栽培中のカネションで 花の発達が同
一段階にあるものを選び 従来の切り花適期に収穫したも
のと株につけたままにしたものについて その後の開花経
過と体内糖濃度の変化について調査した結果 いくつかの
新たな知見が得られるとともに 品質保持期間延長につい
ての示唆が得られたので取りまとめて報告する なお 本
研究は神奈川県長期派遣研修により +331年 .月から +332
年 -月まで 東京農業大学短期大学部園芸学研究室で実施
したものである
材料および方法
+331年 ++月 +1日に神奈川県平塚市内農家のガラス室
内で栽培中のスタンダドカネション ノラ の切り
花で従来の収穫期に達したもの 花弁が萼の上 ,*mmで
逆三角錐になった状態 1*本を選び そのうち半数を収穫
して茎を 2節 0/*1**mm に調整し ただちに切り口
を水道水 +* lの入ったポリエチレン製バケツに浸漬した
これを同一のガラス室に置き生け花として水を毎日一回取
り換えた 以下切り花と呼ぶ ++月 ,/日まで ,日間隔
にその後 0日おきに +,月 2日まで /本づつ開花状況葉
身部 茎 花弁の生体重を測定後 直ちに凍結乾燥した
株つき花については 切り花と同じ調査日の午前 2時に収
穫して 切り花と同様に茎を 2節 0/*1**mm に調整
しそれぞれ +本ごとに花弁 葉身部 茎の各器官別に生体
重を測定した後 凍結乾燥して乾物重を測定した 以下株
つき花と呼ぶ
花の品質保持期間は 満開後花弁の萎開始までの日数
とした なお 開花状況は 花のボリュムについて萼基
部から花弁先端までの長さと花直径をノギスで測定した
糖分析は 凍結乾燥後粉砕した試料 +**mgを +*mlの
2*エタノルに浸漬し 1/	で ,*分間保持した後 内
部標準として ,./ガラクトスを +** ml加えた 遠心分
*
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離後の上澄み液を遠心エバポレタで乾燥させた 乾燥
試料を蒸留水 +mlで溶解し Sep-pak Plus C+2カト
リッジで疎水性物質を除いた 試料中の可溶性糖質は カ
ラム Shodex SUGAR SP*2+*を用いて 高速液体クロマ
トグラフィで定量した移動相は純水を用い流速は *.2
mlminとした また カラム温度は 2*とし 示差屈折
計で検出した
結 果
+ 花の発達段階と品質保持期間
供試した株つき花と切り花における花直径の経時変化を
Fig. +に示した 切り花は試験開始後 ,日間で急激に増大
し その後 2日目までゆるやかに増大したのち 花弁の萎
による花径の収縮が始まり +.日目には花弁先端部が枯
死した 観賞性から見た品質保持期間は 2日であった
一方 株つき花の花径は .日目まで切り花と同様に増大
した後 2日目までゆるやかに増大し 花径は 1-mmに達
した その後もこの花径を維持したが ,+日には花弁先端
部が枯死した したがって品質保持期間は ,+日であった
, 器官別生体重と乾物率の経時変化
花弁 葉身部 茎の生体重を Table +に示した 切り花
では花弁の生体重は 試験開始後 ,日目まで増加した後
0日目までゆるやかに増加しそれ以後 +.日目までほぼ直
線的に低下した 株つき花では試験開始から 2日目まで直
線的に増加し その後 ,+日目までゆるやかに増加した
葉身部の生体重は 切り花では全期間を通じて 1g前後
の一定した値であった 一方 株つき花では ,日目にやや
低下した後 2日目までゆるやかな増加を示した 茎の生体
重は 切り花ではほぼ一定の値を示した 株つき花では葉
身と同様に 2日目までゆるやかに増加した後 +.日目まで
低下した
花弁 葉身部 茎の乾物率を Table ,に示した 花弁の
乾物率は切り花では ,日目にやや上昇した後 .日目以後に
増加した それに対し株つき花では ,日目以後 2日目ま
で低下した後 ,+日目まで +*前後の低い値を維持した
葉身部の乾物率は切り花 株つき花とも全期間 +0+2
前後の値を示した
茎の乾物率はどちらもほぼ +/+1の範囲内にあった
- 器官別糖含有量の経時変化
花弁では Fig. ,のようにフルクトス含有量が最も多
く 切り花では試験開始後 2日目まで増加し これ以後 +.
日目まで低下した一方株つき花でも 2日目まで増加し
+.日目にやや減少したが ,+日にかけて明らかな増加が認
められた
グルコスもフルクトスと同様な変動を示し 切り花
では 2日目まで増加した後 +.日目には急激に減少した
これに対して株つき花では 2日目までは切り花と同様に
増加して +.日目にはやや減少したが ,+日目には再び増
加した スクロスは両方とも試験開始時に +mg前後の
低い値を示したがこれ以後増加して切り花では +.日目
に /.+mg 株つき花では ,+日目に /.3mgに達した ピニ
トルは両処理とも全期間を通じて ,mg前後のほぼ一定
した値を示し ミオイノシトルは試験開始時の +mg前
後から全期間を通じてゆるやかに低下した
葉身部では切り花 株つき花ともピニトル含有量が高
く Fig. - 両者の間に著しい差はなかったが切り花のス
Fig. + Change of ﬂower diameter in intact
ﬂowers and cut ﬂower during experiment
Flower diameter ; cut ﬂower , intact ﬂower 	
Flower length ; cut ﬂower 
, intact ﬂower 
Table + Changes in fresh weight (g) in organs of
the carnation ﬂowers during experiment
Table , Changes in percent dry matter in
organs of the carnation ﬂowers during
experiment
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クロス含有量は試験開始後 .日目から低下したのに対し
て 株つき花では ,.日目まで増加し それ以後 +.日目
までやや低下したが ,+日目には再び増加した グルコ
スとフルクトス含有量は切り花 株つき花ともに全期間
を通じて乾物 +**mg当り *./mg以下と低かったが 株つ
き花では ,+日目に +.1mgの高い値を示した また ミオ
イノシトルは全期間を通じ *.+ mg前後の低い値であっ
た
茎でも Fig. .のように切り花 株つき花ともピニトル
含有量が最も高く全期間を通じて -./ mg前後の値を示し
た スクロスは切り花で試験開始後 2日目まで低下した
が 株つき花では .日目までやや増加した後 +.日目まで
低下した ただし ,+日目には ,.0mgに上昇した グル
コスは両方とも試験開始時の +.2mgから低下して +.日
目には切り花で +.* mg 株つき花では *.0 mgとなった
フルクトスとミオイノシトルは両処理とも全期間を通
じて *./mg以下の低い値であった
考 察
花の品質保持期間は切り花が 2日であったのに対して
株つき花では ,+日と大差があり満開時の花直径も 3mm
程度の差が生じたことは 切り花の状態では品種本来の特
性を示すことなく枯死することを示している
花弁の生体重と乾物率の変化で見ると 株つき花では 2
日目まで生体重が増加して乾物率が低下し その後 ,+日
目までほぼ一定の値を示したのに対して 切り花では 0日
目から生体重が低下し乾物率が上昇したことから .日目
ないし 0日目から両区の吸水力に差が生じ これが品質保
持に影響したと考えられる
植物体細胞の水ポテンシャル維持に対してはフルクト
ス含有量が大きく影響する+* 花弁のフルクトス含有量
では 切り花は 2日目に +*.1 mgまで増加した後 +.日目
には /.0 mgに低下したのに対して 株つき花では 2日目
まで急激に増加して +-.*mgに達し ,+日目までほぼこの
Fig. , Changes in soluble sugar contents of petals
 ; sucrose,  ; glucose,  ; fructose, 	 ; pinitol, 
 ; myo-inositol
Fig. - Changes in soluble sugar contents of leaves
 ; sucrose,  ; glucose,  ; fructose, 	 ; pinitol, 
 ; myo-inositol
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値か それ以上を維持した このことが株つき花の乾物率
を ,+日目まで低く維持するとともに 品質保持期間を長
くした主要因と考えられる
小山ら2はカネション切り花にスクロスを供給す
ると花弁のフルクトスとグルコス含有量が増加して品
質保持期間が長くなるとしている また FENTONら++
MAYAK1はスクロス供給により クライマクテリック
ライズの発現時期が遅れることを明らかにしている これ
らのことから株つき花のグルコス含有量がフルクトス
と同様に ,+日まで高く維持されたことも 品質保持に大
きく関与したと考えられる
切り花の花弁の糖含有量が 2日目まで増加したことにつ
いては茎や葉身からの転流が考えられ この期間に特に茎
のスクロス グルコス フルクトス含有量が低下し
ていることからも推測される ただし茎と葉身の含有量は
低く 花弁の含有量の増加に見合うだけの供給が行われた
かについては明らかでない 切り花を株つき花と同じ温室
内に置いたことから 試験開始後の光合成も考えられる
切り花の光合成は消費段階での管理法とも関連することか
ら 今後更に検討する必要がある 一方 株つき花の花弁
では特に 2日目までのフルクトスとスクロス含有量の
増加が切り花よりも大きいことから この差は母株からの
供給によって生じたと考えられる 三浦+,は好適な生育温
度条件下ではカネションの +.C同化産物の母株から花
や腋芽などへの転流はほぼ ,.時間以内に行われることを
明らかにしていることから 株つき花では ,+日までの全
期間に渡って母株から花弁に糖が供給されて ほぼ一定し
た値を維持したと考えられる
株つき花の葉身部のスクロスとフルクトス含有量
が品質保持期間の終了した ,+日目に顕著に増加しさら
に 茎のスクロス含有量も増加した 株つき花では品質
保持期間の終了した ,+日の段階でも生体重と乾物率に変
化が見られないことから Table +, Table , 花弁の萎
枯死後も茎と葉身は高い光合成能を維持する一方 花弁へ
の糖の転流が停止したために 急激な含有量の上昇が生じ
たと考えられる 栽培中のカネションでは上位節に腋
芽が形成されることから 開花終了後の茎及び葉身部の糖
含有量の増加と腋芽の発達との関係についてもさらに検討
する必要がある
今回の一連の試験結果から 開花中の糖補給の有無が品
質保持期間に大きく影響することが明らかになった 植物
体内の糖含有量と水ストレス 呼吸量並びにエチレン生成
との間に密接な関係のあることが知られており+- さらに
三浦ら+., +/はスプレカネション スタンダドカ
ネション共に 切り花収穫時の花弁の糖含有量が品質保
持期間に大きく影響することを明らかにしている した
がって 切り花にその品種本来の品質保持特性を発揮させ
るためには 収穫後の糖補給について検討する必要があ
る
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Di#erence of longevity of ﬂower and contents of
sugars in ﬂower organs between cut ﬂowers and
intact ﬂowers on carnation plant
By
Akihiko MATSUYAMA*, Kazuo ICHIMURA**, Sakae KUBOI***, Hitoshi UEMATSU***,
Taizou IGARASHI*** and Yasumasa MIURA***
(Received November -*, ,**+/Accepted April ,0, ,**,)
Summary : We compared the longevity and content of soluble carbohydrates in cut ﬂower with intact
ﬂower of carnation Nora’. The longevity of cut ﬂower and intact ﬂower was 2 and ,+ days, and ﬂower
diameter at full bloom was 1.- cm and 0.. cm, respectively. Fresh weight in ﬂower organ of the cut
ﬂower increased to 0 days and then decreased, on the other hand, that of the intact ﬂower increased
linearly during ﬁrst 2 days and was constant thereafter to ,+ days.
Fructose and glucose contents in petals of the cut ﬂower increased slowly in the ﬁrst 0 days and
then decreased to +. days linearly, but those of the intact ﬂower increased rapidly to 2 days and kept
those high levels to ,+ days. Sucrose content in leaves of the intact ﬂower decreased to +. days, and
then increased in ,+ days signiﬁcantly, however that of the cut ﬂower decreased to the end of the
experiment (+. days). Sucrose and glucose contents in stem of the cut ﬂower and intact ﬂower
decreased to 2 days and +. days, respectively, and then increased in +. days and ,+ days, respectively.
These results suggest that di#erence in longevity and diameter of ﬂower between cut and intact
ﬂower are attributed to sugars supplied from the plant.
Key Words : carnation cut ﬂower, carnation intact ﬂower, content of sugars, longevity of ﬂower,
quality
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